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最
近
、
日
本
に
お
け
る
太
平
天
国
研
究
に
関
す
る
二
つ
の
先
駆
的
業
鎖
I

野
原
四
郎
「
太
平
天
国
の
乱
」
（
一
九
三
四
年
）
・
増
井
経
夫
『
太
平
天
国
』
（
一

九
五
一
年
）
ー
が
相
次
い
で
復
刊
さ
れ
た
（
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
歴
史
科

学
大
系
1
3
』
「
ア
ジ
ア
の
変
革
（
上
）
」
、
校
倉
書
房
、
一
九
七
八
年
刊
、
増
井
著

『
中
国
の
二
つ
の
悲
劇
ー
_
_
 ア
ヘ
ン
戦
争
と
太
平
天
国
』
、
研
文
出
版
、
一
九
七

八
年
刊
、
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
）
。
引
続
い
て
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
第
一
人
者

で
あ
る
著
者
の
四
半
世
紀
に
亙
る
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
本
祖
が
刊
行
さ
れ

こ。t
 本書
は
、
著
者
が
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
七
八
年
に
か
け
て
発
表
し
た
諸
論

稿
と
、
新
た
に
書
下
し
た
二
つ
の
小
篇
よ
り
成
っ
て
い
る
。
書
下
し
の
二
篇

（
第
二
部
第
四
章
「
太
平
天
国
運
動
の
歴
史
的
性
格
」
の
(
―
-
）
、
第
一
＿
一
部
1

「
中
国
に
お
け
る
太
乎
天
国
研
究
の
動
向
」
の
（
下
）
「
楊
秀
清
評
価
を
め
ぐ
っ

て
」
）
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
に
お
い
て
は
、
孫
文
の
太

平
天
国
評
価
よ
り
始
ま
り
、
紅
軍
が
太
平
天
国
軍
の
経
験
を
吸
収
し
た
こ
と
が

述
ぺ
ら
れ
、
更
に
両
軍
の
共
通
点
・
相
違
点
に
つ
い
て
の
分
析
が
行
わ
れ
る
。

後
者
に
お
い
て
は
、
従
来
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
楊
秀
清
評
価
の
展
開

新
刊
紹
介
（
田
中
）

田

中

仁

小
島
晋
治
著
『
太
平
天
国
革
命
の
歴
史
と
思
想
』

1
0五

が
文
革
以
前
・
文
革
期
・
四
人
組
追
放
後
の
三
期
に
分
け
て
概
観
さ
れ
る
。
そ

れ
は
、
「
今
の
政
治
上
の
諸
問
題
を
か
な
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
過
去
の
歴
史
解
釈

に
も
ち
こ
む
」
(
-
―
―
―
九
ー
ニ

0
頁
）
こ
と
も
あ
る
と
い
う
「
自
か
ら
作
り
あ

げ
た
歴
史
の
連
続
性
の
感
覚
が
身
に
つ
い
て
い
る
中
国
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
の

み
生
れ
る
歴
史
意
識
」
(
-
-
=
10頁
）
の
表
象
と
し
て
の
歴
史
人
物
評
価
の
一

例
で
あ
る
が
、
著
者
が
篠
少
卿
「
楊
秀
清
評
価
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
問

題
」
（
『
南
京
大
学
学
報
』
一
九
七
七
年
第
四
期
所
収
）
の
分
析
を
通
じ
て
、
現

在
、
文
革
期
の
「
主
観
主
義
的
、
恣
意
的
な
歴
史
解
釈
に
お
ち
こ
み
が
ち
だ
っ

た
傾
向
」
を
克
服
し
、
「
歴
史
の
真
実
に
迫
ろ
う
と
す
る
機
運
」
が
「
た
か
ま

り
つ
つ
あ
る
」
と
述
ぺ
て
い
る
（
三
四
三
頁
）
こ
と
は
、
様
々
な
意
味
で
示
唆

的
で
あ
る
。

本
書
は
、
第
一
部
・
農
民
革
命
の
思
想
、
第
二
部
・
太
平
天
国
史
の
諸
問
題
、

第
一
―
一
部
・
近
代
農
民
運
動
史
研
究
の
視
点
と
方
法
、
と
い
う
一
二
つ
の
部
分
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
に
収
め
ら
れ
た
二
つ
の
論
文
（
第
一
章
「
農
民

戦
争
に
お
け
る
宗
教
ー
結
社
宗
教
ー
」
、
第
二
章
「
拝
上
帝
教
と
拝
上
帝
会

の
特
質
」
）
で
は
、
い
ず
れ
も
農
民
闘
争
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
I

よ
り
具
体

的
に
は
太
平
天
国
に
お
け
る
拝
上
帝
教
の
役
割
ー
ー
ふ
玉
考
察
さ
れ
る
。
第
二
部

は
独
立
し
た
五
つ
の
部
分
を
有
し
て
い
る
。
以
下
そ
の
標
題
を
記
す
。
第
一
章

「
十
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
農
民
闘
争
と
太
平
天
国
」
、
第
二
章
「
マ
ル
ク
ス
の

『
太
平
天
国
』
論
」
、
第
三
章
「
『
李
秀
成
親
供
手
跡
』
考
」
、
第
四
章
「
太
平
天

国
運
動
の
歴
史
的
性
格
」
、
第
五
章
「
謀
末
日
本
と
太
平
天
国
ー
ー
水
戸
藩
の
あ

る
庄
屋
の
『
見
聞
録
』
の
記
事
に
ふ
れ
て
ー
ー
」
。
内
容
・
分
景
と
も
様
々
で
は

あ
る
が
、
太
平
天
国
に
対
し
て
違
っ
た
角
度
か
ら
ア
ブ
ロ
ー
チ
が
為
さ
れ
て
い



新
刊
紹
介
（
田
中
）

る
。
第
一
＿
一
部
は
、
研
究
動
向
・
書
評
を
中
心
に
五
つ
の
小
篇
を
含
ん
で
い
る
。

鳥
臓
的
に
本
書
を
み
る
と
、
そ
れ
は
太
平
天
国
に
関
す
る
多
面
的
か
つ
立
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
一
八
五

0
年
か
ら
一

八
六
二
年
へ
の
中
国
社
会
認
識
の
後
退
を
論
じ
た
「
マ
ル
ク
ス
の
『
太
平
天

国
』
論
」
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
中
国
の
動
向
と
の
連
関
に
お
い
て
明
治
維
新
の

政
治
主
体
の
思
想
形
成
の
問
題
を
論
じ
た
「
幕
末
日
本
と
太
平
天
国
」
は
、
太

平
天
国
史
の
周
辺
の
知
識
を
与
え
て
く
れ
る
。
「
『
李
秀
成
親
供
手
跡
』
考
」
で

は
、
李
秀
成
と
曽
国
藩
を
と
り
ま
く
様
々
な
政
治
過
程
の
中
で
、
李
の
逮
捕
・

供
述
書
の
作
成
・
処
刑
・
供
述
書
の
改
寂
と
そ
の
刊
行
に
至
る
過
程
が
生
き
生

き
と
描
き
だ
さ
れ
て
い
て
面
白
い
。
ま
た
、
研
究
動
向
・
杏
評
に
は
、
有
益
な

学
説
上
の
整
理
・
貴
重
な
指
摘
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

大
部
分
が
既
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
記
し
た
通
り
で
あ
る

が
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
著
者
の
太
平
天
国
研
究
を
体
系
的
に
理
解
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
著
者
は
、
牒
民
闘
争
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
、
及
び

太
平
天
国
と
農
民
と
の
連
関
に
そ
の
研
究
上
の
力
点
を
喫
追
い
て
い
る
様
に
思
わ

れ
る
。
前
者
の
観
点
に
関
し
て
著
者
は
、
中
国
革
命
の
変
革
主
体
と
し
て
、
対

自
的
階
級
と
し
て
の
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
が
出
現
す
る
以
前
の
歴
史
段
階
に
お

い
て
、
権
力
の
ト
ー
タ
ル
な
否
定
を
教
義
の
中
に
潜
在
的
に
内
包
し
、
加
え
て

禁
欲
倫
理
に
裏
づ
け
ら
れ
た
戦
闘
性
を
有
す
る
結
社
宗
教
を
重
視
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
そ
れ
ら
に
お
い
て
も
、
農
民
の
利
害
が
カ
リ
ス
マ
的
な
受
命
者
を
介

し
て
間
接
的
に
し
か
表
現
さ
れ
得
な
か
っ
た
所
に
限
界
が
存
在
し
た
と
す
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
製
民
の
諸
闘
争
が
、
太
平
天
国
闘
争
の

全
国
的
発
展
の
為
の
客
視
的
な
要
因
で
あ
り
、
加
え
て
両
者
の
闘
争
の
問
に

尚
付
言
す
る
と
、
同
氏
は
本
書
と
相
前
後
し
て
、
『
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
近
代

日
本
』
（
亜
紀
書
房
、
一
九
七
八
年
―
一
月
）
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
に
は
、

前
記
「
幕
末
日
本
と
太
乎
天
国
」
と
ほ
ぼ
同
じ
観
点
に
よ
っ
て
密
か
れ
た
「
太

平
天
国
と
日
本
」
な
る
小
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。

（
一
九
七
八
年
―
一
月
刊
、
研
文
出
版
、
四

0
四
頁
、
六
、
五

0
0円）

＊
 

＊
 

＊
 

は
、
客
観
的
に
み
て
有
機
的
連
繋
が
存
在
し
た
こ
と
、
更
に
、
そ
の
社
会
的
基

盤
に
お
い
て
太
乎
天
国
と
洋
務
派
と
で
は
全
く
相
違
し
て
い
る
と
論
ず
る
。

こ
れ
ら
の
諸
研
究
を
も
と
に
、
著
者
は
太
平
天
国
に
対
し
て
、
次
の
様
な
基

本
的
評
価
を
付
与
す
る
。
す
な
わ
ち
、
太
平
天
国
は
「
最
も
高
度
に
発
展
し
た

農
民
戦
争
」
（
五
二
頁
）
で
あ
り
、
「
全
領
域
の
変
革
を
め
ざ
し
、
か
つ
そ
の

た
め
の
統
一
的
な
組
織
、
軍
隊
、
政
権
を
創
造
し
た
―
つ
の
全
体
的
な
革
命
」

（
二
七
一
頁
）
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
「
反
帝
国
主
義
、
反
封
建
主
義
の
目
様

を
先
駆
的
に
提
示
し
た
」
（
同
前
頁
）
。
そ
し
て
「
湘
軍
が
郷
紳
・
地
主
の
反
革

命
軍
で
あ
っ
た
」
の
に
対
し
て
「
太
平
軍
が
農
民
お
よ
び
都
市
無
産
者
の
革
命

軍
で
あ
っ
た
」
（
ニ
ニ
七
頁
）
。
更
に
著
者
は
、
「
も
し
太
平
天
国
が
勝
利
し
た

な
ら
ば
（
中
略
）
一
定
の
『
民
霜
』
の
形
成
が
可
能
と
な
り
」
、
従
来
の
窮
迫

的
な
「
商
品
生
産
が
、
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
商
品
生
産
と
し
て
展
開
し
て
い
く

途
が
開
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
」
(
-
四
六
頁
）
と
推
測
し
て
い
る
。
著

者
の
こ
の
極
め
て
租
極
的
な
評
価
は
、
太
平
天
国
に
前
後
す
る
諸
々
の
歴
史
過

程
と
の
関
連
に
お
い
て
、
若
干
の
問
題
点
を
有
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

1
0六
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